
女川ボランティア報告（４）

＊報告者： 伊藤 健一＜泉の森竹炭工房、平塚高等職業技術校OB,
ﾁｰﾑしらかし華の会、 TUWV OB＞

＊活動経過概要

２０１１．１２．８

＊報告内容

１．ボランティア活動

２．女川近況

３．今後について

No. 期間 内容 同行者 備考
１ ４月１１日（月） 個人宅泥出し・瓦礫撤去、 単独 4/24報告
～１６日（土） ポリ袋・食器の洗浄・片付け

２ ５月 １日（日） 十和田）川田農場で野菜収穫・梱包千代ちゃん  
～　５日（木） 女川友人経由避難所に配送

３ ５月１４日（土） 津波桜救出作戦 千代ちゃん 5/24報告
～２１日（日） 日本花の会の樹木医

４ ９月１５日（木） 十和田）川田農場で野菜収穫・梱包石野さん 10/29報告
～１８日（日） 女川仮設住宅に宅配 （TUWV OB 同期)

５ 11月１６日（水） 木工ボランティア、鳴き砂海岸清掃 千代ちゃん 今回
～２０日（日） アジサイ苗の植栽についての相談



１．今回のボランティア活動の概要

（１）竹炭（土嚢袋３袋分）を女川町復興支援センターに届けた

＊泉の森の竹炭工房の米倉さんが、端炭としてストックしてたもの

＊これからの冬の寒さを凌ぐ一助となることを願って

（２）第一保育所の“すのこ”の修理 ＜木工作業＞

（３）２／３階建てコンテナハウス仮設住宅の家具調整＜木工作業＞

（４）鳴き砂海岸の清掃

（５）打ち合わせ・相談

＊チームしらかし華の会で育てているアジサイ苗の植栽について

＊仮設商店街に出店するお店の、テーブル等の製作について

（藤中さんからの要請）



第一保育所の “すのこ” 修理
＊８月まで避難所だった保育所 石野さんが磨いたブランコ・すべり台

＊渡り廊下のすのこのFRP塗装が
剥がれ、ささくれだっている。

＊塗装を剥がし、鉋をかけてサンド
ペーパを掛ける作業のお手伝い

＊右端：石原さん（被災者でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）

＊その隣：成沢さん（ずっと保育所関係の

ボランティアを続けている）

＊中とその隣：エリックさん夫妻（仏政府

勤務で１年間の休暇中／ハイチ代表？

11月にｴｰﾙﾌﾗﾝｽ勤務の奥さんと結婚し、
女川ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに来てる



コンテナハウスの家具調整

＊５月に知り合った佐藤さん。生徒送迎バス“シーパル号”の

運転手さん。

＊第一保育所に避難していて、なかなか仮設住宅が当たらないと

嘆いていたが、１１月になってようやくコンテナハウスに入居。

＊全国でここだけの２・３階建て仮設住宅：坂茂設計(京都造形美術大）

＊木製家具付きで、佐藤さんが住みやすいととても喜んでいた。

＊机の角を丸めてほしいと依頼され、鋸・鉋で仕上げた。

家具も坂茂設計。間伐材を
使った優れもの



鳴き砂海岸 “夏浜” の清掃

＊全国鳴砂サミットが気仙沼で開催される(11/19)

のを機に、京都）琴引浜の皆さんが海岸清掃

ボランティアに来たので、それに参加。

４月１５日に同じ場所の写真を撮っていました。

こんなにたくさんの瓦礫は重機撤去だったのでしょう。

流木やプラスチックごみ等を集めて、復興支援

センターの軽トラック２台が満杯になりました。

鳴り砂も聞こえたそうです。

武石さん



４月１１日撮影

５月１９日撮影

９月１７日撮影

泥出し・瓦礫撤去の

お手伝いをした頃

（４／１１～１６）

津波で折れながら花を

咲かせた桜の再生の

お手伝いをした頃

（５／１４～２１）

仮設住宅への野菜の

宅配のお手伝いをした頃

（９／１５～１８）

＜○は、１０／１８には
なくなっていた＞

２．女川近況 （１）福祉センターからのパノラマ推移

マリンパル



女川近況 （２）復旧・復興の歩み

＊街中が片付いて高くなった瓦礫の山の消毒・消臭作業車

オゾン水散布

変造合成写真

＊あちこちの瓦礫の山を
廻って大忙しとのこと

＊女川の瓦礫を東京都
が一部、処理してくれる9/17

＊マリンパルの市場が、所を変えて、開店していた

マリンパル１階の市場の惨状

石巻市との境に
小さいながら
マリンパル市場
として開店してた

なんと、天然ホヤ・蒸しホヤも売っていた！！！

（養殖ホヤは３年待たなくてはならない）

11/17

5/20



5/20

4/19

女川近況 （３）水産業

＊女川港に漁船が戻ってきた

＊水産加工会社“協同シーフーズ” の林さん

工場の復旧を、家族・従業員だけで進めている

→次回は、林さんのお手伝いをしたい

外壁はすっかり綺麗に

天井部を直し、現在壁面パネル
の取り付け中（たった３人で）



３．今後について

（１）アジサイ苗の植栽について

＜女川社協/復興支援センター）武石さんと、女川桜守りの会）藤中さんと相談＞
＊当初、仮設住宅の花壇への植栽、あるいは鉢植えを届けることを考えていたが、

・仮設住宅は２年後、更地にして返すことになっていて、花壇は作れない

・仮設住宅は狭いので、鉢を届けて育ててもらうのも大変

＊一方、桜守りの会では、

・日本花の会の支部になり、来春１００本の苗が届く。これを、仮設商店街（現女川高校の

グランドに建設中）に置いてもらうことにしている。

＊そこでアジサイ苗（鉢植）を、桜の苗（当初、鉢植え）と一緒に置いてもらうこととした。

公園等、桜の植え場所が決まったら、下草として、アジサイも一緒に植栽することを期待。

（２）仮設商店街に出店するお店のテーブル等の作成を、藤中さんから依頼された。

＊洋品店＋カフェのお店で、カウンターテーブル、小テーブル２つ、棚・引き出し付き展示台等。

＊一人ではとても作れないので、帰ってから平塚技術校仲間の丸山さんに相談。

一緒にやってもらえることになった。図面や材料一覧表など、全部作ってくれた！！

＊当初１２月末開店とのことで、大変あせったが、３月初めになるとのことなので、少し安心。

現在、図面や費用について相談中（材料・消耗品の実費だけいただく予定）。



テーブル・展示台等図面

（丸山さん設計）

天板はパイン集成材

脚、貫はサーモウッド

展示台・カウンターテーブルの

棚板・柱は組立用棚板・脚を用いる

納期（開店）： ３月初め？

価格（材料費・消耗品のみ）：

１２６．７９０円（11/27時点）

椅子１０脚については？？？

塗装は水性ウレタン塗料
（つや消しクリア、
食品安全基準合格）


